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原油

  (株)日本総合研究所 原油市場展望 2026年９月

◆現状：100ドルを挟んで乱高下

８月のWTI原油先物価格は、中旬に80ドル台

後半に上昇。米国とイランの交渉が難航したほか、

イエメンの武装組織フーシがタンカー等を攻撃したこと

で、石油供給の減少が意識されたことが背景。下旬

には、80ドル台前半に下落。ウォーシュ議長のタカ

派的な発言を受けて、FRBの利上げ観測が強まり、

米国需要が伸び悩むとの見方が広がったことが主因。

８月末から９月中旬にかけて、原油価格は100

ドル台に急騰。米国とイランの間で攻撃の応酬が続

いたことが背景。加えて、フーシがバブ・エル・マンデブ

海峡付近の港湾都市を掌握したことや、サウジアラ

ビアの東西パイプラインが攻撃を受けて操業を停止し

たことで、ホルムズ海峡を迂回するルートからの石油

輸出が停滞するとの懸念も価格を押し上げ。下旬に

は、東西パイプラインの輸送能力が早期に回復する

との報道を材料に、原油価格は90ドル台に下落。

◆投機筋のネットポジションは小幅に拡大

投機筋の買い越し幅は拡大。中東情勢の緊迫化

を受けて、原油価格の上昇を見込む投資家が増加

している可能性。

◆見通し：当面100ドル前後で高止まり

両国の戦闘がこれ以上激化しないことを前提とす

るメインシナリオでは、原油価格が100ドルを中心と

する高値圏で推移する見通し。ホルムズ海峡の封

鎖は続く一方、東西パイプラインなどの代替ルートや、

中東産油国の生産が徐々に回復することが背景。

原油価格見通し：当面100ドル前後で高止まり
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原油

  (株)日本総合研究所 原油市場展望 2026年９月3

◆米国のガソリン・ディーゼル価格が高騰

米国では、燃料油の価格が高騰。足元のレギュ

ラーガソリン小売価格は全米平均で4.5ドル/ガロン

と、消費者の心理的節目とされる４ドルを超える水

準。トラックや農業機械の燃料となるディーゼルの価

格は、統計開始以来の最高値に上昇。

◆製油業者のマージン確保や増税も影響

こうした石油製品価格が高騰する一因は、原料と

なる原油の価格上昇。ただし、次の２点が、過去の

原油高局面よりも製品価格を高める方向に作用。

第１に、製油業者による強気のマージン設定。世

界的な石油製品の需給ひっ迫が主因。ホルムズ海

峡の封鎖を受けて、中東からの製品輸出が減少し

たほか、主に中東産原油を精製していたアジアからの

輸出も減少。ウクライナによる石油関連インフラへの

攻撃を背景に、ロシアからの輸出も下振れ。

第２に、州政府による増税。連邦政府は、1993

年の増税以降、燃料税を据え置いている一方、多く

の州は、環境対策などの観点から増税を実施。直

近の原油高局面（2022年）に比べて、州政府に

よる増税分が小売価格を押し上げる構図に。

◆燃料高は、米中間選挙で共和党の逆風に

燃料価格の高騰は、11月に実施される米中間選

挙において、現在の与党である共和党の逆風となる

可能性。ガソリン高が無党派層の不満を強めるほか、

ディーゼル高がトラック運転手や農家などの共和党の

伝統的な支持基盤の反発を招く可能性も。

トピック：米国のガソリン・ディーゼル価格が高騰する背景
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EIAによる9月時点の予測



AI輸出規制の実効性と限界 ―アメリカ対中国を事例とする技術管理政策への示唆 ― 福田直之 9月10日

FIMAレポ活用で為替介入余地は拡大も、円相場への影響は一時的 ―円高トレンドへの
転換には、日米金利差などの円安要因の変化が必要 ―

西村朱央 9月4日

日米政策対話に生じた不協和音 ― 財政・金融政策の不整合と市場の緊張 ― 井上肇 9月3日

長期化する米国の住宅市場の低迷 ― アフォーダビリティ改善の遅れと世帯数の増勢鈍化が
需要を下押し ―

森田一至 8月26日

備蓄放出主導で急増する米国の原油輸出 ― 現行ペースの供給増は維持困難、減少に
転じれば価格押し上げも ―

栂野裕貴 7月31日

欧州経済見通し
立石宗一郎
栂野裕貴

7月31日

アメリカ経済見通し 森田一至 7月31日

世界経済見通し 若林厚仁 7月31日
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